
水道直結式スプリンクラー設備に係る取扱基準  

平成３１年４月１日制定  

令和３年６月１５日改正  

 

（趣旨）  

第１条  この基準は、認知症高齢者グループホーム等の社会福祉施

設 に お け る 防 火 安 全 対 策 を 強 化 す る た め 、 小 規 模 福 祉 施 設 、 有

床 診 療 所 及 び 病 院 に 設 置 さ れ る ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 に お い て 、

特 定 施 設 水 道 連 結 型 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の う ち 、 水 道 法 （ 昭 和

３ ２ 年 法 律 第 １ ７ ７ 号 ） 第 ３ 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 給 水 装 置 に 直

結する範囲に関する取扱いを定めるのもとする。    

（定義）  

第２条  この基準において、次の各号に掲げる用語の意義はそれぞ

れ当該各号に定めるところによる。  

(1 )  小 規 模 福 祉 施 設 と は 、 消 防 法 施 行 令 （ 昭 和 ３ ６ 年 政 令 第 ３

７ 号 ） 別 表 第 １ (6 ) イ (1 ) 、  ( 2 )  、 ロ に 定 め る 防 火 対 象 物 の う ち 、

基準面積が１０００平方メートル未満のものをいう。  

( 2 )  特 定 施 設 水 道 連 結 型 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 と は 、 ス プ リ ン ク

ラ ー 設 備 の 配 管 が 水 道 の 用 に 供 す る 水 道 管 に 連 結 さ れ た も の

をいう。  

(3 )  水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 と は 、 特 定 施 設 水 道 連 結 型

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の う ち 、 水 道 法 第 ３ 条 第 ９ 項 に 規 定 す る

給水装置に直結をする範囲をいう。   

(4 )  基 準 面 積 と は 、 特 定 施 設 水 道 連 結 型 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の

設 置 対 象 の 延 べ 床 面 積 か ら 総 務 省 令 で 定 め る 部 分 の 面 積 を 除

いた面積をいう。   

（調査）  

第 ３ 条  指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 （ 以 下 「 指 定 工 事 事 業 者 」 と い

う 。 ） は 、 申 請 地 の 配 水 管 の 布 設 状 況 、 口 径 及 び 水 圧 等 の 状 況

を十分に調査しなければならない。  

（遵守事項）  

第４条  水道直結式スプリンクラー設備の工事（設置に係るものに

限 る 。 ） 又 は 整 備 は 、 消 防 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ８ ６ 号 ） の



規 定 に よ り 必 要 な 事 項 に つ い て は 消 防 設 備 士 が 責 任 を 負 う こ と

か ら 、 指 定 工 事 事 業 者 が 消 防 設 備 士 の 指 導 の 下 に 行 う も の と し 、

必 要 に 応 じ て 野 田 市 消 防 本 部 と 十 分 な 打 合 せ を 行 わ な け れ ば な

らない。   

２  消防設備士が配水管から分岐して設けられた給水管からスプリ

ン ク ラ ー ヘ ッ ド ま で の 部 分 に つ い て 水 理 計 算 を 行 う の で 、 指 定

工 事 事 業 者 は 、 水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を 設 置 し よ う と

す る 者 （ 以 下 「 設 置 者 」 と い う 。 ） に 対 し て 、 当 該 地 区 の 最 小

動 水 圧 等 、 配 水 の 状 況 に つ い て 必 要 な 情 報 を 提 供 し な け れ ば な

らない。  

３  指定工事事業者及び消防設備士は、設置者に対し、水道の断水

又 は 配 水 管 の 水 圧 が 低 下 し た と き な ど は 、 正 常 な 効 果 が 得 ら れ

な い 旨 を 確 実 に 了 知 さ せ る と と も に 、 次 の 事 項 を 熟 知 さ せ な け

ればならない。  

(1 )  災 害 そ の 他 正 当 な 理 由 に よ っ て 、 一 時 的 な 断 水 や 水 圧 低 下

等 に よ り 水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 性 能 が 十 分 に 発 揮

さ れ な い 状 況 が 生 じ て も 、 野 田 市 水 道 事 業 管 理 者 （ 以 下 「 管

理 者 」 と い う 。 ） に 責 任 が な い こ と 及 び こ の 場 合 の 対 応 に つ

いて事前に計画をしておくこと。  

(2 )  水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 が 設 置 さ れ た 家 屋 又 は 部 屋

を賃貸する場合は、借家人等に対し、前号の事項  

(3 )  水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 所 有 者 を 変 更 す る と き は 、  

譲受人に対し、前２号の事項  

４  消防設備士は、水道直結式スプリンクラー設備の火災時以外に

お け る 作 動 及 び 火 災 時 の 非 作 動 に 係 る 影 響 に 関 す る 責 任 は 、 管

理 者 が 負 わ な い こ と を 設 置 者 に 対 し 十 分 に 説 明 し な け れ ば な ら

ない。  

（事前協議）  

第５条  野田市の給水区域内において、水道直結式スプリンクラー

設 備 を 新 設 又 は 改 造 し よ う と す る 者 は 、 管 理 者 に 対 し 野 田 市 営

水 道 給 水 事 前 協 議 書 に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 付 し て 協 議 し 、 回 答

を得なければならない。  

(1 )  事 業区域図（縮尺２５００分の１以上とし、既設管との接続



箇所を記入したもの）  

(2 )  給 水計画平面及び立面図（縮尺５００分の１以上とし、一般

給水及びスプリンクラー配管）  

(3 )  給 水管埋設標準断面図  

(4 )  水 理計算書  

（給水の申請）  

第６条  指定工事事業者は、野田市水道事業給水条例施行規程（平

成 １ ０ 年 野 田 市 水 道 事 業 規 程 第 １ 号 ） 第 １ ６ 条 に 規 定 す る 給 水

装 置 工 事 施 行 承 認 申 請 書 を 提 出 す る と き に 、 水 道 直 結 式 ス プ リ

ン ク ラ ー 設 置 同 意 書 （ 別 記 様 式 ） を 添 付 し て 、 管 理 者 に 提 出 す

ること。  

（設計及び施工）   

第７条  水道直結式スプリンクラー設備の設計及び施工については、

次 に 掲 げ る 事 項 を 遵 守 す る と と も に 、 消 防 法 に 規 定 さ れ た 事 項

に つ い て は 、 消 防 設 備 士 が 責 任 を 負 い 野 田 市 消 防 本 部 に 届 け 出

なければならない。  

(1 )  当 該 給 水 装 置 を 分 岐 し よ う と す る 配 水 管 の 給 水 能 力 の 範 囲   

内 で 、 水 道 直 結 式 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の 正 常 な 作 動 に 必 要 な

水圧及び水量が得られるものとする。  

(2 )  水 道直結式スプリンクラー設備のスプリンクラー ヘッド各栓

の 放 水 量 は 、 毎 分 １ ５ リ ッ ト ル 以 上 （ 火 災 予 防 上 支 障 が あ る

と 認 め ら れ る 場 合 は 、 毎 分 ３ ０ リ ッ ト ル 以 上 ） と す る 。 た だ

し 、 ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド を 最 大 ４ 個 同 時 に 開 放 す る 場 合 を

想 定 し 設 計 さ れ た と き は 、 合 計 の 放 水 量 を 毎 分 ６ ０ リ ッ ト ル

以 上 （ 火 災 予 防 上 支 障 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 毎 分 １ ２

０リットル以上）確保すること。  

(3 )  ス プリンクラーヘッドの最低動作水圧は、内装が不燃材又は

準 不 燃 材 の 場 合 は ０ ． ０ ２ メ ガ パ ス カ ル 以 上 と し 、 難 燃 材 そ

の他の場合は、０．０５メガパスカル以上とすること。  

(4 )  配 水管から分岐して設 けられた給水管からスプリンクラーヘ

ッ ド ま で の 水 理 計 算 、 口 径 決 定 及 び ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 に 係

る 給 水 管 及 び 給 水 用 具 の 選 定 は 、 消 防 設 備 士 の 指 導 に 従 い 施

工すること。  



（材質及び構造）  

第８条  水道直結式スプリンクラー設備の材質及び構造は、次のと

おりとする。  

(1 )  消 防法令適合品を使用するとともに、水道法施行令（昭和３

２ 年 政 令 第 ３ ３ ６ 号 ） 第 ５ 条 及 び 給 水 装 置 の 構 造 及 び 材 質 の

基 準 に 関 す る 省 令 （ 平 成 ９ 年 厚 生 省 令 第 １ ４ 号 ） に 定 め ら れ

た給水装置基準に適合したものを使用すること。  

(2 )  逆 流防止装置は、給水主管からスプリンクラー設備系統の配

管の分岐部に設置すること。  

(3 )  停 滞水及び停滞空気の発生しない構造とするため、配管末端

に 飲 用 に 供 せ ず 、 か つ 日 常 的 に 使 用 す る 水 栓 （ ト イ レ の ロ ー

タンク等）を設置すること。  

(4 )  結 露現象を生じ、天井等の周囲に影響を与える おそれがある

場合は、防露措置を講じること。  

（補則）  

第９条  この基準に定めのない事項については、水道法及び関係法

令等の定めるところによるほか、管理者が別に定める。  

 

 

 

 



別記様式（第６条）  

 

年   月   日  

 

（宛先）野田市水道事業管理者  

 

申込者（所有者）  

住   所  

氏   名            

指定給水装置工事事業者  

               住   所  

               氏   名            

              消防設備事業者  

               住   所  

氏   名            

 

 

水道直結式スプリンクラー設置同意書  

 

 水道直結式スプリンクラー設備を設置するにあたり、下記の事

項を確認のうえ同意致します。  

 

記  

１  当該水道直結式スプリンクラー設備を設置するにあたり、野田  

市水道直結式スプリンクラー設備に係る取扱基準に従います。  

２  当該水道直結式スプリンクラー設備の設計は、消防法令に規定

された消防設備士の指導の下に施工いたします。また、事前に野

田市消防本部と協議いたします。  

３  一時的な断水や水圧低下（制限給水、水道管破損事故、浄配水  

施設の工事等）により、水道直結式スプリンクラー設備の性能が

十分発揮できない状況が生じる場合があることを承知いたします。  

４  上記各項の条件を使用者等に周知徹底させ、スプリンクラー設

置に起因する紛争等については当事者間で解決します。  

５  水道直結式スプリンクラー設備の維持管理上の必要事項及び連

絡先を見やすいところに表示し、関係者に周知いたします。  

６  当該スプリンクラー設備が設置された家屋、部屋を賃貸する場

合は、当該設備は上記条件付きであることを賃借人に熟知させま

す。  

７  本設備の所有者を変更するときは、上記事項について譲受人に

継承します。  

 

 


